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with Technology 2001｣に参加された末席 聡先生 (平成2年卒)に､その報告を寄稿して
いただきました｡ありがとうございました｡
(8)次の7名の方々が本学会に新しくご入会なさいました｡敬称は省略させていただきます｡
永田真紀 (ベネッセ ･コーポレー ション､東京)､寺本義人 (大学院生､数学教育専攻)､





第 8回談話会を平成 12年 10月28日(土)に,岡山大学教育学部の珊義棟 1階 5101号教
室で行いました｡今回は,｢Open･Endの問題の開発とその評価方法｣と題 して,総社市立西
小学校の糸島耕太郎先生,｢学力診断調査に基づ く高学年における ｢数 と計算｣の授業改善
- ｢算数的活動｣を生かした新 しい ｢分数｣の指導 -｣と屠 して,岡山県教育センター長
期研修員 (岡山市立大野小学校)の森金永二先生･,｢算数的活動を生か した ｢量 と測定｣｢図
形｣の授業｣と題 して,岡山大学教育学部附属小学校の深井文雄 ･片山晴夫 ･杉能道明の 3
先生による発表及び質疑応答を行いました｡




























◆ 深井文雄 ･片山晴夫 ･杉能道明先生
岡山大学教育学部附属小学校
○深井文雄先生からは,2年生の授業実践
の中から ｢100mをこえる長さ｣について
発表 していただきました｡キ-ワー ドは
体験的な活動ということで,いろいろな
もので1mを探 したり,作ったりする中
から, 1mを体得 していく内容でした.
片山晴夫先生からは,6年生の授業実践
の中から ｢立体の展開図｣について発表
していただきました｡キーワー ドは思考
実験的な活動ということで,三角柱の展
開図をたくさん考えさせる中で深めさせ
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ていく内容でした｡
杉能道明先生からは,4年生の授某実践の中から ｢垂直と平行｣について発表 し
ていただきました｡キーワー ドは作業的な活動ということで,地図の道から垂直
に交わっていることを作業を通して得ていく内容でした.
長さから重さやお金に広げて,概数の話や金銭感覚の話にもなりましたD展開図で
は.いくつできるか,点でついている展開図についてはどう捉えるか等の話にな
りました｡垂直では,離れていても垂直の税明について等,どれも活発な話し合い
となり,有意義な談話会となりました｡
(幹事 大月一案.平野圭一)
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